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東彼杵郡川棚町での石木ダムの事業認定の取り消しを住民が国に求めた裁判で、

福岡高裁の判決を不服として、住民側が最高裁に上告しました。

長崎県と佐世保市が川棚町に建設を予定している石木ダムをめぐっては、住民が

国に事業認定の取り消しを求める裁判を起こしていますが、11月29日、福岡高裁

は、利水と治水の面でのダムの必要性を認め、請求を棄却しました。

これを不服として、住民側が10日、最高裁に上告しました。

建設予定地には13世帯が暮らしていて、すでに家屋を含む土地の明け渡し期限は

過ぎていますが、住民は応じていません。

石木ダム訴訟 原告側が上告
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川棚町で建設が進められている石木ダムについて、建設に反対する元地権者の住

民などが国に事業認定の取り消しを求めた裁判で、住民側の訴えを退けた福岡高

等裁判所の判決を不服として10日、原告側が最高裁判所に上告しました。

石木ダムは、長崎県と佐世保市が水道水の確保や洪水対策を目的に、285億円をか

けて川棚町に建設を進めているダムで、反対する住民など100人余りが「ふるさと

が奪われる」などとして、国に事業認定の取り消しを求める訴えを起こしていま

す。

1審の長崎地方裁判所は「石木ダム事業は水道用水の確保や洪水調整のため必要が

ある」として訴えを退け、2審の福岡高等裁判所も「国の事業認定の判断に裁量を

逸脱し、乱用した違法はない」などとして住民の訴えを退けました。

この判決を不服として10日、原告側が最高裁判所に上告しました。
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長崎県と佐世保市が東彼川棚町に計画する石木ダム建設事業を巡り、建設に反対

する住民らが国に事業認定取り消しを求めた訴訟で、住民側が10日、請求を棄却

した福岡高裁判決を不服として、最高裁に上告した。

訴訟で住民側は、同ダムの目的である佐世保市の利水や川棚川の治水は合理性を

欠き、建設予定地に暮らす13世帯の土地を強制的に収用するだけの公益性はない

と主張。

一審の長崎地裁は昨年7月、ダムの必要性を一定認め、事業認定は適法と結論付け

た。福岡地裁も今年11月、原判決を支持した。

同日、代理人弁護士らと上告状などを提出した住民の岩下和雄さん(72)は「控訴

審判決は、長崎地裁の判決をそのままなぞっただけ。最高裁でしっかり審理して

もらわないといけない」と話した。
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